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〔山梨大醗酵研,No.6,Jam.1959〕

土 壌 中 に お け る放 線 菌 の 分 布

(第 3報) 分群及び分布状態について

野々村英夫,小 原 巌

(昭和33年11月25臥 受理)

DistributionofAetinomycetesintheSoil

Part3. GroupingoflsolatesandtheirFrequencyofIsolation

ByHideoNoNOMURAandYuwaoOHARA

Anattemptwasmadetosurveythedistributionofactinomycetesinsoilsfrom

manydifferentplacesinJapan.Theemphasiswaslaidonkindsofactinomycetes

aswellasonthenumbers.

1) Soilextractagar(4)wasusedformakingplatecountsofgeneralbacteria

andactinomycetes.

Somesuitable-mediawereselected;forformationofaerialmycelium and

sporulation,suchasglucosea'sparagineagar,potatoagar,dilutedCBagarandoat

mealagar;forobservingpigmentation,suchasnutrientagar,EMMERSON･Sagar,

andnitratebrothwhichcontainalargeamount､ofpeptoneormeatextract.

2) Thetotalnumbersofmicroorganismsvariedintwentysoilsfrom fifty

thousandtofiftymillionspergram ofdrysoilwithoutdirectcorrelationtothe

pH,moisture,lossofignitionorlatitudeofthesoils.Howevertheratioofactト

nomycetestothetotalnumbersofmicrobesdidnotsogreatlyvarywiththe

soils,14±6percentasaverage.

3) Aboutfourhundredisolatesofactinomyceteswereclassifiedintoseveral

groupsaccordingtothemorphologyofsporophoresandsporecolors.Asummary

ofthedominantgroupsandtheirisolationfrequenciesispresentedinTABLEIX

andⅥ.

4) Somephysiologicalpropertiesofactinomyceteswereexaminedoneach

soilsample(TABLEVII).Itwasnotedthatfluctuationsoftheratioofpigmenting

ornitratereducingstrainstototalisolatesweresogreatinpercentage,ranglng

from0to100bythekindofsoils.

Thereweremoreisolateswhichareabletoutilizecelluloseasasolesourceof

carbon,inthenearrelationsofStrepiomycesviridochromogenes.
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5) ThelTlicrobialpopulationvariedwithsoilconditionsorenvironments,but

innaturalconditionthechanRelnaSamesoilseemedtobe-notsomuchascould

beseenamongdifferentsoiltypes.Andinthiscase,itwassupposedthat,evenif

thepopulationvaried,thechiefcomponentsofthegroupofactinomyceteswould

notbechangedsoradically(TABLEVIII).

硬練菌は抗生物質の研究にともない,近年ますますその研究の必要性を加えてきたもの

であるが,元来土壌中で一般の細菌に次いで多数棲息し,細菌による分解寓難な有機物を

徐々に分解したりメラノイド色素の生成など腐堰の生成,他の微生物との括抗作用などの

点で土嚢生成と関係がある｡従って土壌中における放線菌の分布状態を把達することは,

その土壌中で果している役軸を解析するため必要であるが,また有用放線菌を分離利用す

るための基礎的資料ともなる｡

本戦では分布の研究に適当な放線菌の性質と分群方法を検討し,それらの性質を有する

放線菌が量的にどのような分布をしているかという点について,主として東京大学土蛮学

教室より提供された火山灰土壌について試験したので,その結果を報告する｡

-実 験 及 び 考 察

1. 分 群 につ いて

分布を調べる目的には,多数の分離株を容易に試験して分群できる様な基準が必要であ

る｡形態的性質の中では,菌糸の細菌株分裂,胞子の形成及びその種類,Conidiaを形成

するものではその形成状態が重要である｡またこれらの性質の試験は,その菌株が適当に

生育できる培奉基を用いなければならない｡充分胞子の着生した時の色調 (菌叢上面)紘

Penicillium 属や AsPergillus属等の分額で利用されているように,放線菌でも一定の

野内ではある巾を持った同色系色調を示し1)5)比較的に安定しているとされている｡分離

株についてこ⇒れらの性質を試験する為には,先づ出来る丈多くの菌株について気菌糸及び

胞子をよ〝く形成する培地を選択する必要があるので,あらかじめ種々の土宴から分離した

放線菌約 90株にらいて培地の選択をしたO供試培地は HESSELTINEら1)の挙げた 7種

BALDACCI3)による6種,Caseinagar及び長西ら7)の CBagar,稀釈 CBagar合計

16種の斜面を用い,平行に培養し (30oC,15-40日)気菌糸の形成,胞子の着生状態,a?

色調等を些較した.(TABLEI)

その結果 Potatoagar,GlucoseAsparagineagar,Oatmealagar等が最も多くの供

試株に対して適当と考えられた｡7:fおこの内, GlucoseAsparagineagarは合成培地と

しての利点がある｡これらの培地に反して Nutrientagar,EMMERSON,Sagar及び CB

agar等の肉主キス,ペブ下ン含量の多い培地では基生菌糸の発達は非常に良好であるが

気菌糸の発達は極めて少なくなる｡

胞子の色は充分着生したものでは,これらの培地による変化はほとんど認められなかっ

た｡

-N-

･Il軒ー･-1ー'l

tヽ



〆

LE.L
-----

ー
-:A--

イ

ifほ叩
灯才
卜

.

I

..

･

･
･

＼
.
サ

･
･

一▼

土壌中における放線宙の分布

TABLE I 各種培地における斜面培養の外観

Sporulation,VegetativeandAeria一GrowthonVariousMedia

(88strainsincluding78SLrePiomyces,8Nocardiqand2MicrobisPora

wereincubatedtat30oCfor15-40days)
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然し若干のものは培養が古くなると基生菌糸の色や,培地中に溶出する色素の色調を帯

びるようになり,また鐙色系のものは早く鍵色してゆくのが観察された｡

培地中の可溶性色素の内,メラノイド色素の生成は気菌糸とは逆に, Nutrientagar,

EMMERSON'Sagar等, 肉エキス及びペブナン含量の高い培地に膿厚で,特に前者に著し

い.しかしこの色素を生成する株は培養期間が長過ぎると,別にごく徐kに暗色化する型

のものがあるので,それとの区別が困難となるから,長く生育すれば出来るだけ早期に観

察する方が良いようである｡この色素の生成は液体培養の Nitratebroth(ブドウ糖使用)

でも敏感であり,硝酸塩還元性の試験と兼用される｡青紫色系の色素生成は,培養基の種

類によって濃淡及び色調の変化するものがあり,培養条件でも蛮化するOまた黄色系の色

素は濃淡が連続的に分離横間に変化があり,この色素を生成するか否かの決定は典型的な

菌株に限られるようであった｡

胞子器官の形態的観察は,上記胞子形成培地または分離用の Soilextractagar')で,

平板培養し充分胞子が形成された時期に直接検鏡法l)によって観察したO胞子には Spo-

rangia型,Micromonospora型または Microbispora塑及び普通の cOnidia型がある

が,conidia型のもの即ち Streptomycesについては,その形成型で PRIDliAM ら2) は

次の 7sectionに分けている｡

1. Rectus-flexibilis(flexuous) 5. Monoverticillus-Spira

2. Retinaculum-Apertum (openloops) 6. Biverticillus

3. Spira(spiral) 7. Biverticillus-Spira

4. Monoverticillus

この内 Monoverticlllus,Monoverticillus-Spira,Biverticillus,Biverticillus-Spiraは

whorlを形成するものであるが,本戦の分離棟は Biverticillusのみであり, また PRID-
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HAM.ら2)も Monoverticillus,Monoverticillus-Spira,Biverticiuus-Spiraについては量

的に稀で直接一株も試験していない｡従って一括しこれらを whorl形成株とした｡Reti-

naculum-Aperitutm症 Reticus-flexibilisとSf'iraとの中間型 (brimitivespiraltohook)

であ り,またこれらに属する分離除も少なかったあも その程度に従って Reticus-flexi-

bilisか Spiraに編入した,これに反し,供試土壌放線菌では Spiraが量的に大多数を占

めていたので,これを Open と Closedの2型に分濁 した｡次に各 Sectionは胞子の色

により Wbite,Olivebuff,Yellow,Blue,Red(PinktoLavender),Grayの 6series

に分けられている｡分蘭株は White,Olivebuff及び Redに属するものもかなりあった

が,大多数のものは Grayに属するものであったので,これを Liglhtgray to Mouse

gray と Brown,graytoGraybro'wn の 2群に分類したoしかしながらこれらの区分
は典型的な菌株間では明ちかに区別ができるが,連続的な中間株があるので比較的な区分

であることを免れない｡

生理的性質として,繊維素の分解は CzAPECK･SSOlutionの糖源の代わ りに滴紙片を用

い,その下半部を液につけて供試菌を接種し生育の有無を観察し,ゼラチンの液化は 20o

C,40日後の結果を観察し,澱粉の分解はルゴ-ル沃慶液を用い,硝酸塩の還元はス7レフ

TABLEⅡ 供 試 土 嫌 SoilsExamined

No. 出 所 SourceandSoiltype

1 新潟県矢代田,泥炭質,湿田 (高井康雄氏) Yashiroda,Paddysoil

2 東北大学,良好水田,軽埴土 (山根一郎氏) TohokuUniv.Paddysoil

3 同上,黒泥田,微砂質埴壌土 ( 〝 ) 血 ,Siltyclayloam

4 山梨大学農場,水田 YamanashiUniv.,Paddysoil

5 同上,湛水 (30oC,7日) とわリAfter7daysunderwaterat30oC

6 同上,畑 do.,Fieldsoil

7 愛知県農試,堆肥 600〆 区水田 (高井氏) Aichi,Fertllizedpaddysol1

8 同上 風乾紳士 一 ( ′/ ) do"Air-dried

9 東京都田無町東大放場,原土 (東大) Tanashi,UnfertiJizedVAS恐

10 北海道倶知安,羊蹄統,原土 (//) Kuchian,Yotel_tOaCldicVAS

ll 北海道川場,跡佐萱b銃,酸性粗粒原土 (//) Atosato-b,AcidicVAS

12 北海道上富良野,十勝a銃,未耕泥流原土 (〟) Tokachi-a,Acidicmuddysoil

13 群馬県北軽井沢,浅間火山灰原土,畑 (〟) Asama,Fie一dVAS

14 同上,未耕原土 (′/) do-,UnfertilizedVAS

15 鳥両県中山村,大山原,原土 (〟) Taisen,UnfertilizedVAS

16 鳥取県大山町頓原,表土 (林常孟氏) Makihara,SurfaceVAS

17 愛媛県,音地型腐植質 ( 〝 ) Ehime,Otoji-typehumus

18 栃木県巣試附近の雑木林,原土 (東大) Tochigi,ForestVAS

19 北海道美唄,低位泥炭 Bihoro,LowPeat

20 同上,高位泥炭 Bihoro,Hijhpeat

No.i-6:Comparativelyfreshsamples;No.7-20:Storedinavinylbugat50C

foravear.&'VSA:Volcanicashsoil.
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7ニル酸とα-ナフチルアミンを用い検出し,なお色素生産性は可溶性メラノイド色素に

のいてその形成隈を検した｡ t. ゝ

2. 分布について

供試土壌は TABLE Ⅱ に示した20種で酸性火山灰土が多く,採取部位は主として表土

であるo採取して戸ゝら試験するまで貯蔵(ビ･ニールの袋に入れ,5oC暗所)したが,そのた

め一定の条件下に試料を揃え,その土壇中で微生物相互間の平衡を得たあと実験するとい

う利点もあった反面,条件によってはその間の変化も大きかった｡しかし JAGNOW 6)ら

によれば適当な条件では数カ月の貯蔵も放線菌群に本質的変化はきたさないようであるO

これら試料の pH (水懸濁液 1:5ガラス電極), 灼熱損量,水分と,細菌,放線菌,

糸状菌の生菌数は TABLE Ⅲ のようであった｡微生物数の計数は前戦4)の Soilextract

a甲r の平板港によった｡この培地は集落の発達は遅く,小さいが,拡散性細菌や糸状菌

の圧倒的生育がなくて,しかも全生菌数は多く,且つ放線菌は気菌糸を形成Lやすい等の

利点を有する｡試料は口孔2mm の節を通したのち,300ml容三角フラスコ中の100ml

殺菌水に1g採 り,約 5分間振盟したのちその懸濁液の中央部よりImlを次の殺菌水に

TABLEⅢ 供試土壌中の微生物生菌数

NumbersofMicroorganismsintheSoildevelopingonSoilExtractaga1-Plate

Ro.i.i pH tgonsiSti.0三 Moisture Bacteria Molds Actino-ycetes

0
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0

3

4

2
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0
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5
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栄Ratioofactinomycetestothetotalnumbersofmicroorganisms.
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移し,同様にして,最後の懸濁液1mlまたは0.5ml(ペトl)皿一枚用)が生菌数 100個

内外になるように稀釈した｡250C2週間培養後,数枚のペ1-1)皿の平均集落集を算出し

た｡

その結果,仝微生物数は乾土 1g当り平均約 1千万個であったが小ないものでは数万,

多いものは数千万と100倍任の開きを示した｡そして放線菌の数は 0.5-400万の差異が

あったが,総体的にみると,仝微生物数に比例しており,その割合も平均14±6%で比較

的一定している｡このことから普通の土壌中で放線菌は,大局的には他の細菌と行動を共

にしていると考えられる｡

次に各試料から分離した放線置約400株について,胞子形成の形態と胞子の色調によっ

て分群した (TABLE Ⅳ).その結果は Nocardia属を含め胞子を形成しないもの 9%,

Spiralを形成するものこ71% (Open型 38%,Closed型 33%),Straigh tの株 17%,

Whorlを形成するもの及び其の他は各々2% 以下であり,胞子の色では Gray系の株が

45%,Brown系の株が 35%で大部分を占め Pink系及び White等は数%以下であった｡

TABLE Ⅳ 胞子の色及び形成法による分群

GroupingofIsolatesandtheirFrequencyofIsolation

No.ofisolates(frequellCy)

L Sporesformed

1. Sporecolorpinkishtollgbtbrown

a. Withclosedspiral….

b. Withopenspiral

PCgroup 15(4%)

POgroup 3(1)

C. Withoutspiralandwithstraightbranches ‥PSgroup..‥‥ 2

2. Sporecolorbrown,grayish

a. Withclosedspiral

b. Withopenspiral

3. Sporecolorgray,broLwnish

a. Withclosedspiral

b. Withopenspiral

C. Withoutspiralandwithstraightbranches

4, Sporecolorlightolivegray(powdery)

a. Withclosedspiral

BCgroup 92(23)

BOgroup 47(12)

GCgroup 25(6)

GOgroup 104(26)

GSgroup 51(13)

b. Withoutspiralandwithstraightbranches

SlrePtomyceSgriseus (SG)group.... 15(4)

5. Sporecolorwhite;

withc一osedspiral Sir_aEbus (AS)group." 2

6. Sporecolorwhitetopinkish

a. Branchesofsporopboresinverticils(whorls):

Coloniesfloccose Sir.reiiculi (SR)group..........‥…‥6(1.5)

b. Specialappearance(MicrobisPoratype) .. 7(1.7)

Ⅱ. NoSporesformed,Coloniesusuallywhite NlgrOup…‥‥‥‥.…‥.25(6)

Ⅲ.Noaerialmycelium N2grOuP 12(3)
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土集中における放線 歯の分布 83

両性質の関係は,供試料内では,胞子の色が Brown系のものは Spiralを形成し,特に

Closedspiralが多く･全体の3分の2を占めた.これに対し胞子の色が Gray系のもので?

は Straightまたは Flexuousのものもかなり多く (約3分の1)また Spiralを形成す

るものでは特に Openspiralが多く,その5分の 4を占めた｡Lightolivegray とした

ものの多くは,菌叢が powderyであり Spiralを形成しない St.griseus(SG)群と目

されるものである｡また Whorlを形成する株は多く菌叢が floccoseで whiteto pale

pinkの St.reticuli(SR)群であり,他の Whiteの St.albus(SA)群と共にこれらは

比較的その分布が少ないものと考えられる｡

次にこれら各群の生理的性質を試険し,比較的主要な各群について,その何%の株が清`

性 (Positive)であったかを TABLEV に示した｡BC群ではメラノイド色素を生成し,

硝酸塩を還元できない株の多いのが特徴である｡それに対しBO群では硝酸塩還元株は比

較的に多い｡.GS群,SG群等はメラノイドの生成株が少なかった｡繊維素を唯一の炭素

源として資化し生育できる放線菌は,胞子の色が Gray系のものに多く,そのうち特に培

地中に紫色乃至青色の可溶性色素を生産する (St.viridochromogenes型)16株の過半数

は活性が強く,なお BO群のうち活性の強い2枚は,Non-chromogenicでゼラチンを液

化せず,培地より剥離し易い種類であった｡ゼラチンを液化するものは PC群には少ない

ようである｡

TABLEV 各 群 の 生 理 的 性 質

SomePllySiologicalPropertiesofEachIsolatesoftheMalnGroups

Group ｡tSaOiaitneeSd Pi冨tT.ennat,- KN03か) Starcho, Gelatined) Cellulosee)

bercentofikePositivesloisofaiesexamined
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a) Soluble,darkbrownishpigment:melanoids; b) Nitratereduction;

C) Hydrolysisof; a) Liquefactionof; e) Decompositionof.

各土壌試料別にみた放線菌の種類は TABLEⅣ に群別分離株数として示した｡全試料

を通じて,矢張 り BC,BO,GC,GO,GSの各群が広い分布を示しているが,土壌試料に

よる相異もあり,BC群を欠くもの,ほとんど BC群のみのもの,BO群の多いもの或は

GO群の多い土嚢,少ない土集など種々である｡SG群や SR群等はある土塊で比較的多

く分離されるが,他の土壌ではほとんど分離されない｡TABLEⅥⅠには試料毎に分離した

放線菌の生理的性質を試験し,活性株の百分率を示した｡澱粉を分解する株は土壌による

変差は少なく,活性株は 80% に及ぶ･メラノイド色素を生成するもの,及び硝酸塩を還

元する株の割合等は試料による偏差が大であ､り,仝土壌試料め平均は各,k 50% と 40%
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TABLEⅥ 各供試土壌中の群別放線菌分離株数

NumbersofIsolatesC一assifiedintotheGroupsonEachSoi一

Soil G r･oup
No. PC PO PS BC BO GC･ NNIASGSSG0G
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2

9

1
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a)Streptomycesreticuligroup; b) MicrobisPwa

であったが,試料によって0% より100%.またはそれに近い土壌まで喪化がある.また硝

酸塩を還元するものは,未群の火山灰土の方に多かった (鳥取,中山村火山灰土及び美唄

低位泥炭等は活性の弱いものが多い)｡繊維素を分解する株のうち,活性の強いものは,

美唄泥炭,愛媛,普地塑腐植質及び中山村火11｣灰土等に含まれていた｡

比較的類似した土壌の間には,放線菌もまた類似している場合もあるが,相違するもの

もみられる｡例えば供試土壌 No･10と No･11は,北海導の西と東の未耕火山灰土であ

り一方の試料は水分が少なく微生物数も非常に少ないが放線菌の種類,生理的性質はお五

匹近似している｡これに反して供試土壊 No･15と No･16は同じ大山地方のもりである

が,pH 其他の条件が異なり微生物数に大差があると共にその放線菌の種類,性質にも著

い ､差がみられる.また供試土壌 No.13と NQ.14は浅間火llJ灰土で癖土と未耕土,汰

分等の相違が参るが微生物数,放線菌の種類は比較的似ている?しかし硝酸塩を還元する

性質に差がみられる｡

これらの例のように,供試土壌中の徴生物相はきわめて多くの条件によって規定され,

変化されていると考えられる｡そしてそれらの条件のうち若干のものについ7:比較す_Bと
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TABLEⅦ 供試土壌別放線菌の生理的性質

somephysiologicalPropertiesofActinomycetesofeachSoil

85

r:diLrcatf.en hySdtra.Tcyeis liqGueel霊Tie.n ｡｡cS%u.IsoiSt?｡n
soil Isolates Pigmen-
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2
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5
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9
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8
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0
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2
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9
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4
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0

0
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29
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95
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糾
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5

0

1

Average 50±33
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53 75 24

94(12)* 77 44

85 80 50

57 65 85

59(13)辛
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35

0
0
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1
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73
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47
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41
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44(13)* 94 75

6 69 31

64(50)x 90 91

22(ll)* 95 100

40±27 80±13 70±22
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5
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0
60
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0
.0

6

22±

6

0

5

5

0

05
0

0

2

7

3

7

2

*Numbersofweakpositiveisolates･

TABLfyⅧ のようになる｡同じ農場内ではその作物若 しくは耕作状態 (Rhizosphereの影

響は放線菌に対し細菌のように著 しくないとされている), 水田,畑等の相違によって差

異はあるが,TABLEⅢ において各種の土壌で見たような著しい差異は認め られ なかっ

たoこの表の夏と冬の相違は季節による影響よ｡ほ,作物若しくは耕作状態に壷づくと考

ぇられる｡またこの試料では隣接した畑と水田で,畑の方には繊維素分解株が多くみられ

たのに水田の方には少なかった｡

冬期由由の土壌を湛水させて 30oCに 10 日間放置したのち比較したものでは∴細菌数

は著しく増加したが放線菌数には変化がみられなかったo即ちこのような状態では細菌は

分裂増力｡lるのに反し,放線菌では菌糸の増加は考えられるカナ conidiaが形成され難い

ためであろうOこの湛水状態はしかし長期 (120日)になると,かえって菌数の減少をみ

た.水稲の湛水中 (夏)の土壌では菌数が梢Jk少なくなっているのほその様な原因であろ

ぅ｡次に乾周土壌を通風乾燥 (48時間)したのち･ 1年間経過したものは･.そのまま5oC

の暗所に同期間貯蔵したもの (No･7)に比して,稔菌数と共に放線菌数も著しく減 少 し
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だが,放線菌の種顆分覇はそれ程決定的な変化はみられなかった｡同じ土壌でも乾燥によ

って更に著しい微生物数の減少がみられることがある｡

TABLE Ⅷ 土壌の状態による徽生物相の変化を示す例

EffectofSoilConditionsonthePopulationofMicroorganismsinCertainSoils

Total Actino- Pigmen- Nitrate Starch GelatineCellulose
sNOoi･l season crops microorg.mycetes tation reductionhydroly･liquef･ decomp･

J(
P

pt
2d

P
i
s.LA

JtPPtZd

× 104Perg.soil percentofPoSl'iivesiototalaciinomyceies

Wlnter Wheat 690 103 57 57 65 85 10

Wlntel' -a) 1,880 95 64 59 73 54 0

tTui:t:rerRicIcb,' 45 7;

126

59

53

71

-a) 3,500 260

(airdried) 790 53

=

100

=

1
50

60

一

43

47

69

44

一

50

52

一

82

49

63

5〇

一
82

91

一
60

一

一

一
14
11

1
83

一

一

L
73

8

a),b) Underwaterinaflaskeat30oC,after10and120daysrespecrively;

C) UnderWater; d) Afterstorageforayearat5oC.
FleldofsoilNo.6ajointstoPaddyofsolュNo.4,

要 旨

わが国各地の土壌から, Soilextractagar.の平板培養法で放線菌を計数,分離し,そ

れら試料における分布状態を比較した｡

1) 土壌微生物仝生菌数は,供試土壌によって,100倍程度の相違 (乾土 1g当り数万

から数千万)を藷めたが,放線菌数は概して細菌と変動､を共にし,稔菌数に対する割合は

14±6% であった｡また,土壌微生物数は,土壌の種類を比較する場合には,その水分,

pH,灼熱損量などとの間に直接的な関係は認められなかった｡

2) 供試土壌 20種から分離した400余株の放線菌を通算して,主な放線菌の種類とそ

の分離頻度は次のようであった｡

TABLEⅨ TheMainGroupsandtheirIsolationFrequencies(形)

Group Closedspl1-a1 0penspiralStraightorilexuous Nospore

Grayish 6

Brownish 23

Pinkish 4

Lightolivegray

Whitetopinkish

Nospore兼

6

2

4

2

1

1

1

L
4

2

一

一

一

一

9

栄ornosporeandnoaerialmycellum
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この分離頻度の高いものは概ね同時に広い分布を示していたが,土壌試料別にも,優性

群の変動が認められた｡

3) 群別,土壌別の分離株について, 生理的性質の試験を行 な った Closedspira1-

brownisbspore(BC)群にはメラノイド色素を生成して硝酸塩を還元しない株が多く,

また放線菌で繊維素を利用できる株は少ないが,Grayishspore群で,紫色乃至青色の

可溶性色素を生ずる株には繊維素を盛んに利用するものが比較的多くみられた｡全試料を

平均すると, ヌラノイド色素生成株 50%,硝酸塩還元株 40%,繊維素資化株 20%, ゼ

ラチン液化株 70%,澱粉分解株 80% であった｡ そのうちメラノイド色素生成,硝酸塩

還元性などが,土壌試料による偏差が大で試料により 0-100% の相違があった｡

4) 同一場所の土壌では作物の種矯または排作状態,湛水等によって微生物分布に変化

を認めたが,それは自然状態である限 り,供試土壌の種類によってみられた相違より少な

いようである｡実験室的乾燥,長期湛水等では大きい変動をきたすが,それも放線菌の種

類を極端に変えることはないようであった｡

5) 気菌糸をよく生成する培地を比較した結果 GlucoseAsparagineagar,Potatoagar

稀釈 CBagar,Oatmealagar等が良く,メラノイド色素の生成は Nutrientagar,

EMMERSON'Sagar,Nitratebrotb等のペプトン,肉エキスを多く含有する培地が顕著で

あった｡

本研究に御教示を得た東京大学弘法健三教授,並に土壌試料を戴いた諸先生方に厚く御礼申し

上げます｡また研究費の一部は,腐堰に関する綜合研究の分担課題として昭和 32年度の文部省

札学研究費によったことを記して感謝致します｡

本報の要旨は昭和 33年5月,日本農芸化学会大会,放線菌分輝シンポジウムで口演した｡
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